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東
海
富
山
県
人
会
の
総
会
は
１０
月
１８
日
、

名
古
屋
市
中
区
の
東
京
第

一
ホ
テ
ル
錦
に
８８

人
が
集
ま

っ
て
開
か
れ
た
ｃ

同
窓

会

来
年
の
１００
周
年
事
業
を
推
進

越
農
惧
△
〓

富
山
大
経
済
学
部
同
窓
会
の
越
嶺
会
総
会

は
１０
月
１５
日
、
カ
ナ
ル
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
富
山

で
開
催
‐
来
年
の
１００
周
年
記
念
大
会
に
合
わ

せ
日
曜
昼
と
し
た
と
こ
ろ
、
行
事
等
が
重
な

り
出
席
で
き
な
い
方
が
多
く
な

っ
た
。

重
原
佐
千

Ｉ́
さ
ん
の
司
会
で
、
伍
嶋
二
美

男
会
長
、
中
尾
哲
雄
最
高
顧
間
が
挨
拶
し
、

森
口
毅
彦
学
部
長
が
学
部
改
組
改
革
に
つ
い

て
説
明

・
挨
拶
し
た
，́
堀
田
正
之
副
会
長
を

議
長
に
議
事
を
進
め
、
伍
嶋
会
長
が
１００
周
年

記
念
事
業
の
進
捗
状
況
や
今
後
の
方
向
に
つ

い
て
説
明
し
、
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
′

現
役
学
生
の
研
究
発
表
で
は

「
日
韓
Ｗ
Ｅ

Ｅ
Ｅ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
か
ら
考
え
る
北
東
ア
ジ

t

ヽ

「

浅
呑
諭
副
会
長
が

「
昭
和
２３

年
の
創
立
か
ら
７５
年
の
節
日
（

先
人
の
築
い
た
歴
史
を
受
け
継

ぎ
、
会
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ

る
と
と
も
に
、
ふ
る
里
の
弥
栄
を
願
う
」
と
挨

↓

．
酒
井
渉
事
務
局
長
が
会
計
報
告
、
事
業

計
画
な
ど
を
説
明
し
、
役
員
改
選
で
は
佐
伯

外
司
会
長
が
顧
間
に
就
き
、
出
戸
端
敏
彦
副

会
長
＝
写
真
＝
が
新
会
長
に
就
い
た
。
平
成

２
年
か
ら
役
員
と
し
て
会
の
運
営
に
あ
た
っ

た
佐
伯
顧
間
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
出
戸
端
新
会
長
は
、
「
１８
代
目
の
会
長
と

ア
の
未
来
」
と
題
す
る
内
容
に
、
質
問
も
出

て
理
解
が
深
ま
っ
た
。
経
済
学
部
生
２
人
を

含
む
サ
ッ
ク
ス
四
重
奏
は
、
連
続
１３
回
全
国

大
会
出
場
を
果
た
し
て
い
る
楽
団
の
紹
介
や

楽
器
の
説
明
を
挟
み
な
が
ら
、
ア
ン
コ
ー
ル

も
あ
っ
て
和
や
か
な
雰
囲
気
に
な
っ
た
。

懇
親
会
は
中
尾
最
高
顧
間
の
発
声
で
乾
杯

し
て
歓
談
。
東
京
か
ら
参
加
の
飯
塚
修
関
東

越
嶺
会
長
の
報
告
や
、
富
山
で
の
個
展
を

開
く
竹
沢
喜
孝
さ

ん
が
ス
ピ
ー
チ
し

た
〓
８
月
に
石
川

支
部
長
に
就
任
し

た
ば
か
り
の
森
浩

一
支
部
長
も
挨
拶

し
た
っ
恒
例
の
「故

郷
」
合
唱
は
若
手

４
人
が
登
壇
し
て

ヽ

し
て
、
故
郷
富
山
と
東
海
地
区
の
架
け
橋
と

し
て
の
役
割
を
皆
様
と
　
緒
に
努
め
た
い
」

と
挨
拶
。
新
田
八
朗
富
山
県
知
事
、
牧
野
利

呑
愛
知
県
副
知
事
が
祝
辞
を
述
べ
た
こ

懇
親
会
は
出
戸
端
会
長
の
発
声
で
乾
杯

し
、
郷
土
の
地
酒
や
ま
す
寿
し
が
振
る
舞
わ

れ
、
富
山
県
の
各
自
治
体
代
表
者
か
ら
ふ
る

里
の
近
況
報
告
が
あ
っ
た
Ｄ
民
謡
歌
手
の
中

村
澪

・
優
姉
妹
の
ス
テ
ー
ジ
が
あ
り
、
高
山

県
の

「
ふ
る
さ
と
の
空
」
を
合
唱
．
西
日
友

章
副
会
長
と
新
田
知
事
に
よ
る
中
締
め
、
高

田
浩
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
散
会
し
た
。

リ
ー
ド
し
、
中
尾
最
高
顧
問
作
詞
の
４
番
は

本
人
の
主
唱
で
、
全
員
で
歌
い
あ
げ
た
．

京
都
で
交
流
戦
、

富
山
大
学
サ

富
山
大
学
サ
ッ
カ
ー
部
Ｏ
Ｂ
会

（佐
幸
欣

治
会
長
）
は
、

１０
月
１４
～
１５
口
に
全
国
交
流

会
を
秋
の
古
都
京
都
に
て
開
催
し
た
し
今
回

の
幹
事
当
番
は
関
西

・
東
海
で
、
趣
向
を
凝

ら
し
初
の
京
都
開
催
と
な
り
、
各
地
か
ら
３１

名
が
参
集
し
た
．
開
催

コ
ン
セ
プ
ト
し
て

「
百
寿
健
康
、
明
る
く
　
楽
し
く
　
死
気
よ

く
―
」
が
掲
げ
ら
れ
た
』
参
加
メ
ン
バ
ー
、

今
後
１００
歳
ま
で
い
っ
た
い
あ
と
何
万
同
サ
ッ

カ
ー
ボ
ー
ル
蹴
る
の
だ
ろ
う
…
‐

初
日
は
北
区
の
Ｍ
Ｋ
ボ
ウ
ル
の
フ
ッ
ト
サ

ル
会
場
で
の
紅
白
戦
で
開
幕
と
な
っ
た
ｃ
北

陸
、
関
西
＆
東
海
、
関
東
の
３
テ
ー
ム
の
総

当
た
り
戦
で
、
楽
し
く
プ
レ
イ
、
最
高
齢
者

蹴
鞠
神
社

ッ
カ
ー
部

奉
納
も

Ｏ
Ｂ
会

は
７７
歳
．
日
頃
の
鍛
錬
が
で
き
て
い
る
者
、

あ
る
程
度
動
け
る
者
、
全
く
の
運
動
不
足
の

者
と
、
徐
々
に
明
暗
が
分
か
れ
、
こ
こ
で
も

格
差
社
会
が
生
じ
て
い
た
．
と
に
か
く
、
ケ

ガ
人
が
出
な
く
て
何
よ
り
で
あ

っ
た
。

懇
親
会

・
宿
泊
会
場
は
、
右
京
区
の
仁
和

寺

（世
界
文
化
遺
産
）
の
御
室
会
館
．
汗
を

流
し
て
、
石
橋
高
博
幹
事
長
の
司
会
で
懇
親

会
が
ス
タ
ー
ト
ｃ
美
酒
と
と
も
に
刺
身
や
天

建
維
等
に
舌
鼓
を
う
ち
、
旧
交
を
深
め
た
。

話
が
尽
き
な
い
メ
ン
バ
ー
、
飲
み
足
り
な
い

メ
ン
バ
ー
に
よ
り
、
延
長
戦

（２
次
会
）
は

深
夜
ま
で
続
い
た
．

翌
朝
は
仁
和

寺
な
ら
で
は
の

早
朝

の
勤
行
．

参
加
は
自
由
で

あ

っ
た
が
、
凛

と
し
た
金
堂
内

で
灰
か
に
見
え

る
阿
弥
陀
様
、

ロ
ー
ツ
ク
の
灯

り
、
そ
し
て
お
経
の
声
、
住
職
様
の
講
話
，

Ｏ
Ｂ
会
に
し
て
は
珍
し
く

（？
）
格
調
の
あ

る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
た
。

朝
食
後
に
は
白
峯
神
社
、
通
称

・
蹴
鞠
神

社
に
向
か
い
、
「百
寿
健
康
の
祈
願
」
と
参
加

者
が
サ
イ
ン
し
た
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
本
納

し
た
．
来
年
の
富
山
開
催
に
も
、
よ
り
多
く

が
元
気
に
結
集
し
て
、
交
流
を
深
め
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
‐
　

　

（飯
塚
修
さ
ん
報
）
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新会長に出戸端 さん

東海富山県人負
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